
【4月の活動記録：16日、17日、19日、20日、26
日、30日日常管理、7日、28日開放日】

●キウイ畑では、棚線の
　たるみを直したり、芽
　かき（不要な芽を摘む）
　をしたりしています。
　そのほか、畑を広げよ
　うと新しい畝づくりに
　も取り組み始めました。

●山の基地の備品として
　七輪を購入しました
　（今のところ１つだけ
　ですが）。じゃこ天や
　ウインナー、マシュマ
　ロなどをいい具合に焼
　けます　 ！開放日にぜ
　ひお試しください。

●基地の小屋に小さなノー
　トを置きました。訪れた
　時にお名前やコメントな
　どを自由に残していただ
　ければと！もちろんイラ
　ストなどもOKです　  。
　
　

【4月の活動記録：11日タケノコ掘り、15日山の基
地、18日宇和運動公園、22日桂川渓谷、25日中山
池自然公園】

●活動を見つめるコラム
「河原のおもしろさ」
　森のようちえんの活動では、桂川渓谷の下流にあ
る「蝶の楽園」付近の河原でよく遊びます。この河
原という環境には、川（水）、石、砂など、子ども
の興味を刺激するものがたくさんあって、遊び場と
してとても優れていると感じます。
　流れ続ける水は向こう岸に渡る冒険心や、何かを
その流れに載せてみたいという遊び心を生み出しま
す。また、子どもが投げる石をいくらでも受け止め
てくれる寛大さがあります　　。
　いろいろな種類の石は、投げられるだけでなく、
その色や形の違いから集める楽しさがあります　 。
　川が運んできた砂は、天然の砂場を生み出し、穴
掘りなどができるほか、石がゴロゴロした足場の悪
い空間の中で一休みができる場所となります　 。
　こうした多様な要素が組み合わさった環境はさま
ざまな生きもののすみかも
生み出すので、水中や陸上
でいろんな生きものに出会
うことができます。もちろ
ん、暑くなってきたら水遊
びも楽しい　！夏が待ち遠
しいですね。（ゆ）

　

vol.23（2024.皐月）

▲4/15　森のようちえん＠山の基地（野草の天ぷらづくり）

▲恒例になったタケノコ掘り。倒れかけた竹に登ってアスレ
　チックのように遊ぶ姿も

いらない
芽を摘みます

うね



活動の中で出会った生きものたちを紹介します。

カキドオシ
春から初夏にかけて薄紫色の
花を咲かせます。茎や葉っぱ
をちぎると独特のにおいがし
ます。葉っぱの形がお菓子の
「ハーベスト」　に似ている
と感じるのは、私だけでしょ
うか…。（4/15山の基地）

クヌギの芽生え
春になると、ドングリから芽
が出ているものをちらほら見
かけます。芽生えから育った
新しい木が、再びドングリを
実らせるまで、一般的に10年
くらいはかかるようです。
（4/25中山池自然公園）

●長女と本屋に行って、児
童書売り場をうろうろして
いて見つけたちいかわの本。
最近はいろんなことを本で
教えてくれるのですね...。
昭和世代にはなかなかびっ
くりでした

●GWのある日、四万十町へ家族でキャンプに行っ
てきました。四万十川沿いにはいくつかキャンプ場
がありますが、この日は西
予から45分で行けるカヌー
館へ。それほど混んでおら
ず、快適に過ごせました。
今年はいろんなキャンプ場
を開拓してみたいです。

●なかなか難儀する、連休中
のごはんの準備　 。結局ネタ
が尽きて、インスタントのト
ムヤムクンヌードル（日清と
カルディ）にお世話になりま
した。みなさんのおすすめも
教えてください！
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●上松葉奥池ビオトープの現地確認（4/23）
　冬の間あまり訪れてなかっ
たビオトープの様子を確認に。
中央を流れる水路の土砂が昨
年度末に撤去されて、水深が
ずいぶん深くなりました。環
境の変化が生息する生きもの
にどう影響するのか、気にな
るところです。

●だいちのめ第6号の発行
　四国西予ジオパークのフリ
ーマガジン『だいちのめ』の
第6号を発行しました。
　特集テーマは「子どもと自
然と、見守るおとな。」子ど
もにとって自然とは？子ども
の教育に関わるお仕事をして
いる方はどんなことを考えて
いるの？私たちの活動にも関
わりの深い内容で、ぜひ多く
の方に読んでいただきたいで
す。

●地域編集会議 in 愛媛（松山）でお話してきました！
　4/3、編集者の藤本智士さんををはじめ、愛媛・高知
の編集者さんと一緒に四国における編集の可能性・課題
について話しました。「移住者や観光客向けの情報発信
は充実してきてるかもしれないけど、実際に住んでいる
私たちが楽しめる内容のものってあんまりないよね」
「どういったものがあったらいいだろう」といったこと
など、会場のみなさんとやりとりしながら一緒に考えま
した。
　藤本さんは、編集力のことを「メディアを活用して状
況を変化させるチカラ」と定義した上で、メディアとは
私たち自身だと話します。私たちがどんな服を着て、ど
んなものを食べ、誰と付き合い、何を話し、どんな行動
をとるか。その一挙手一投足が私たちからの発信で私た
ち自身がローカルメディアなんだと。ノヤマもSNSやお
便り、イベントなどを通じて
自分たちの考えや想いなどを
発信していますが、あれこれ
試したり、挑戦したりしなが
ら、編集力を高めていきたい
なと思いました。（ち）

▲市内の公共施設などで
　配布中

（写真）吉田真也


